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確立※
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遊びや自然体験

運動・スポーツ コミュニケーション

読書

手伝い

家庭教育支援チームのつくり方と活動にあたって
～行政の主導により組織づくりを進める方法～

※例えば４月から検討をスタートした場合

チーム活動開始１月～３月10月～12月７月～９月４月～６月
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　和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業について、他府県から問われることが増えてきました。その
理由の１点目として、和歌山県は県全体での取組の拡がりが可視化されていることがあります。そこ
には「やってよかった取組」という関係者の学びの往還があるからに他なりません。課題確認は必要
です。しかし、この事業を継続する熱意の源は「やってよかった取組」の成果を自覚し認識し、関係
者同士が双方向に伝え合うことで、次のActionへのエネルギーが生まれるのです。
　２点目に、命のスタートから家庭教育を見守り、「育ちと学びをつなぐ」こと、地域コミュニティ
と学校教育で「温もりのスパイラル」が連綿と続いていることです。
　リスクマネジメントは「未然防止から再発防止ま
で」と言われます。実は、未然防止のその前の「予兆
への気付き」から始まっています。「助けて」という
声を上げにくいこどもの近くにあなたはいます。

●
●
●

み 未来に向かい　実り求めて這い進む
ど どの子もつかむ
し 幸せのかたち

「こどもの育ちと学び」がつながるまちで、豊かな教育を実現しませんか

和歌山県訪問型家庭教育支援
推進協議会 座長
奈良学園大学
　社会・国際連携センター長
　人間教育学部 特任教授
善野 八千子 氏

令和７年２月　和歌山県訪問型家庭教育支援推進協議会
座長：善野 八千子 氏
委員：上田 さとみ 氏　　上田 ひと美 氏　　辻村 一彦 氏　　橋谷 充佳 氏　　林 千景 氏　　漁野 貴洋 氏　

※「早ね・早おき・朝ごはん！」ガイドブックは、和歌山県教育委員会のホームページから
　ダウンロードできます。
　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500600/d00157004.html

地球環境保護のために、
ベジタブルインクを使用しています。

和歌山県教育庁 生涯学習局 生涯学習課 地域教育班　
〒640-8585　和歌山市小松原通一丁目1番地
TEL（073）441-3721　FAX（073）441-3724

このリーフレットについてのお問い合わせは

和歌山県教育委員会
和歌山県訪問型家庭教育支援推進協議会

文部科学省　平成30年11月「家庭教育支援チームの手引書」より

保護者と福祉と学校の
“のりしろ”を重ね、

厚みのある支援をめざしています
社会の加速度的な変化の中で、教育への期待も高まっています。
保護者への共感的理解を第一に、福祉と連携する専門的な課題対応、

そして学校への実効性あるアプローチ。
家庭教育支援チームは支援の“のりしろ”となって、
こどもに関わるすべての大人を地域人材の力で

応援します。



家庭教育支援と園・学校との連携

九度山町家庭教育支援チーム
きらら
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問※

　（小1、小3、小5、中1の全家庭）
・情報誌
　「さなだっこ」発行
・不登校支援（児童生徒の居場所づくり）
・個別相談、親子講座、子育て講座

福祉と教育が連携しながら活動しています。
「身近な家庭教育支援員」「気軽に相談」を

めざしています！

海南市家庭教育支援チーム
かいなんPOT
【主な活動】
・ベビーマッサージ
・子育てひろば
・ほっとカフェ
・子育て講座
・親子エクササイズ

保護者の学びの場や親子で
楽しめるイベントなどを企画しています。
育児のリフレッシュや、父親の子育て参加の

きっかけづくりにも役立てて
もらっています。

橋本市家庭教育支援チーム　
ヘスティア
【主な活動】
・就学時健診時
　ワークショップ
・ブックスタート、
　セカンドブック、
　サードブック
・インスタグラムによる情報発信
・子育て講座、訪問支援

福祉と教育の連携による
切れ目のない支援を行っています。

那智勝浦町家庭教育応援チーム
ほっとほーむ
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問
　（小1、小3、小5、
　中1、中3の全家庭）
・情報紙
　「ほっと通信」発行
・LINEでの相談

つながること、関わることを
大切にした活動に
取り組んでいます。

古座川町家庭教育支援チーム
さくらファイブ��
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問
　（保育所年長から
　中2までの全家庭）
・情報紙
「さくら通信��」発行

寄り添い、共に考えることを
意識しています。

日高川町家庭教育支援チーム
ほっと
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問
　（小1、中1の全家庭）
・情報誌「ほっと」
　発行
・個別相談

乳幼児期から学齢期・
社会参加まで切れ目のない

支援を！

有田市家庭教育支援チーム
みらい
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問
　（0歳から小2までの全家庭）
・情報紙「みらい」
　発行
・子育て相談

保健センターや教育委員会との
スムーズな連携により、問題の早期発見・

早期対応に努めています。

印南町家庭教育支援チーム
いなみっ子応援隊
【主な活動】
・育児教室
・子育てサークル
　支援、講座
・ブックスタート、
　読み聞かせ
・いなみっ子交流センターの開設

地域の枠を超えた親子の交流を促し、
相談しやすい環境で人と人との
つながりを大切にしています。

由良町家庭教育支援チーム
ゆらっこハート
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問
　（小1、中1の全家庭）
・家庭教育講座
・毎月の絵本の読み
　聞かせ＆おしゃべりカフェ
・「ふたりカフェ」（個別相談）

保護者のみなさまが
安心して子育てができるよう、

活動しています。

日高町家庭教育支援チーム
えがお
【主な活動】
・ベルト型家庭訪問
　（小1、中1の全家庭）
・乳幼児健診時の
　読み聞かせ
・家庭教育講座
・情報誌「いきいき日高」発行

地域のお節介な
おいやん、おばちゃんを
めざしています！

御坊市家庭教育支援チーム
ハッピーママライフ（HML）
【主な活動】
・ＣＡＰ（こどもへの
暴力防止プログラ
ム）の提供（教員、
保護者、こども向け
のワークショップ）　

親子が安心して暮らせる環境づくりを
推進し、地域全体で繋がり支え合う
社会の実現をめざしています。

岩出市家庭教育支援チーム
Hug育（ハグハグ）
【主な活動】
・毎月の
　「Hugカフェ」
・写真サークル
・子育て講座

親子が気軽に集まれて、
話しやすい場作りを
心掛けています。

日高川町家庭教育支援チーム
子育てサポート いきいき・優・友
【主な活動】
・季節の行事等の
　体験活動
・絵本の読み聞かせ
・親子体操

親子参加型の行事で
つながり形成！

紀美野町こども家庭支援センター
きこか
【主な活動】
・子育て相談
・こどもの虐待
　防止、対応
・保護者のための
　学習会
・「きみのスマイル」
　　（不登校児童生徒等の居場所）開設

きみののこども・かていとつながる。
あなたのお話、きこか？

有田川町家庭教育支援チーム
FuFu
【主な活動】
・子育て講座、
　リフレッシュ講座、
　親子参加型の行事
・子育てカフェ
・情報誌 「FuFu-no-ki」発行

楽しく学んで、
親子の成長を応援します！

家庭教育支援は教育と福祉の両輪
で！学校だけでは解決できない問
題が多い近年、今こそ地域の力が
必要です。チームが福祉的な視点
から学校・家庭への支援を行うこ
とで、０歳から社会参加まで切れ
目のない子育て支援が期待されま
す。
（家庭教育支援チームリーダー）

こどもを取り巻く関係者が互いに
手を差し伸べ合い重なり合って支
援することで、家庭が一歩前に進
んでいくことができます。保護者
やこどもの日常生活が安定すれ
ば、学校や教職員の心配や不安も
減るのではないでしょうか。

（家庭教育支援チーム員）

この事業は学校の先生が何かをし
なければならないものではない、
という部分を教職員向けに発信し
たいと思っています。支援員によ
る事業を学校が必要としてくれる
ことが不可欠なのです。

　　　　　（社会教育主事）

小学校の研修会で実施した教員と
福祉行政職員による事例検討会を
継続的に進めていけば、連携は深
まると思います。

　　　　　（教育行政職員）

この事業が人権教育と密接に関わ
ることを改めて認識しています。
家庭教育支援チームには虐待等の
未然防止や不登校等の課題を抱え
る保護者をサポートする役割も期
待されていると、文部科学省の家
庭教育支援チームの手引書にも書
かれています。

（教育行政職員）

就学後も保護者と会う機会があっ
て保護者の困りごとをキャッチで
きたら、必要な人に支援を届ける
ことができます。だからこそ訪問
型家庭教育支援の全戸訪問は有用
な支援だと実感しています。

（保健師）

チーム員が家庭訪問等によ
り保護者の子育てや家庭教
育に関する相談に乗った
り、講座や親子参加型行事
等の学習機会、地域の情報
等を提供したりします。

チームが、学校や地域、
教育委員会等の行政機関
や福祉関係機関と必要な
情報共有をしながら、家庭
教育を見守ります。
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社会参加

切れ目となりやすい
就園・就学・進学での
支援をカバー

問題の未然防止、早期発見・早期対応に！教育と福祉の連携による切れ目のない支援

湯浅町家庭教育支援チーム
とらいあんぐる
【主な活動】
・全戸家庭訪問※

　（0歳から15歳まで）
・情報紙「すまいる²」
　等発行　　
・相談対応
・子育て講座、イベント

すべてのこどもの笑顔のために！
０歳からの切れ目のない

家庭教育支援に取り組んでいます。

※全戸家庭訪問…子育て中の全家庭を訪問※ベルト型家庭訪問…対象年齢を限定して全戸訪問

園・学校との連携家庭教育支援チームの活動
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